An Annotated Japanese Translation of the Tibeten Version of the  Ratnakaranda (2) by 五島, 清隆
チベット訳『宝篋経』―和訳と訳注（２)




























































































































































































































































〔Dhが〕言う。『M よ、貪り・怒り・愚かさは構想（ kalpa）・分別（ vikalpa）から生じ
ます』


































































































































































その時、具寿アーナンダ（ Ānanda）は、具寿 Śにこのように言う。「具寿 Śよ、私もまた、
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⑸ Tib:thogs pa dang bcas pa (sapratigha).Ch1,2：有礙.
⑹ Tib:bar chad dang bcas pa (santara).Ch1：有限.2：有盡.
⑺ Tib:dmigs (upalabhate知る、認知する).
⑻ Tib:’o na ci’i phyir tshe dang ldan pa rab’byor’chad pa las bar chad du(K:’chad dus)gyur.
Ch1： 使法界無限無礙,賢者 爲言 而礙.Ch2：大徳,若其法界無障無礙,汝今何故説時有
礙.
⑼ Tib:’chad pa bar (omitted in KT)chad pa yin gyi (CDHNPPh:gyis).
Tib:’tshad med pa.
Tib:chad par mi’chad do.
Ch1：其欲知盡法界者,便以言説而爲 礙.若有了知法界無量不可盡者,聞其所言則不爲礙.
Ch2：文殊師利,我已證 故辯有礙.若知法界而不證者,則辯無礙.
Tib:nyan thos kyi yul tshad mar byas te.






















Tib:’o na ci’i phyir tshe dang ldan pa rab’byor’chad pa bar chad.Ch1：賢者,云何言 而
礙.Ch2：得無礙辯何故 然.












Tib:dang ba can ( prasadavatı,prasadika).Ch1：喜信.Ch2：端嚴.




Tib:shes rab sgron ma.Ch1：聖智燈明.Ch2：智燈.想定される原語Prajnapradıpa は、『入
法界品』では、過去仏の名（Gv ch.34v.51）や理想的な菩薩の属性（ch.37v.15）として挙
げられている。
Tib:nang du yang dag ’jog par gyur pa.Ch1：閑居宴坐.Ch2：入於寂定.
Tib:tshangs pa’i’jig rten.Ch1：第七梵天.Ch2：梵世.
CDHNPPh:thams cad dang ldan pa’i stong gsum gyi stong chen po’i’jig rten gyi khams’dun
 
par byas nas chos ston to.KT:stong gsum gyi stong chen po’i’jig rten gyi khams thams cad
 





Tib:mgul (KT:lud pa)bsal (Ph:bstsal)ba’i sgra. Ch1：大聲.Ch2：大音聲．mgul bsal ba,
mgul bstsalは「喉をきれいにする」の意、lud bsal baは「痰（粘液）を取り除いて〔きれい
にする〕」の意であり、いずれも「咳払い（Skt.utkasana, utkasita, Pali.ukkasana, uk-





Tib:mgul (KT:lud pa)bsal (PPh:bstsal)ba’i sgra.Ch1：洪音.Ch2：大聲．
Tib:rnam par’thor(KPh add ba’i)rlung.vairambha（毘藍風、毘嵐風）は、劫末・劫初に吹
く、あらゆるものを破壊する暴風のこと。









palayis・yase tvam adya papıyam・ kos・t・uka iva sim・hanadena /
vidhunes・yase tvam adya papıyam・ vairambhavayuviks・ipta iva paks・ı//(ch.21v.
152)
CDHNPPh:dngangs(Ph:sdangs) te spu zing zhes(omitted in Ph)byed par gyur nas ngo
 
mtshar du bzung ste.KT:skyo zhing bspu langs par gyur nas ngo mtshar thob(K:thog)ste.
Ch1：隨藍風.Ch2：旋嵐風.
Tib:mtshan ma mdzad do.Ch1：作感應.Ch2：現相.
DHKT:lha’i bu de dag dang.Omitted in CNPPh.Ch1：及諸天.Ch2：諸天眷属.




Tib:don gyi dbang ci zhig mthong nas.Ch1：欲何 採.Ch2：爲何利. Śiks・ 16.30:sa idam 




Ch2：不 佛不 法不 僧.
KT:rang gi lus.CDHNPPh:gang gi lus.Ch2：見於自身同入法性.














Tib:gzhan gyi sgra’i rjes su mos pa.Ch1：以音而得解脱.Ch2：我隨音聲從他.
Tib:gnyen po med pas rab tu phye ba.Ch2：獨修無侶.rab tu phye ba は rab tu’byedの過
去形。想定される原語prabhavayatiには、ADによれば、to increase,to provide more fully,
to recognize, to gain power or strength, to make powerfulなどの意味がある．ここでは to
 
recognizeの意にとって、rab tu phye (prabhavita)を「〔それと〕認知される」、さらには
「〔それと〕顕示される」の意に解した．この語を「顕示」と解することについては、高崎



















Tib:chos kyi blo gros.Ch1：法意.Ch2：法勇.





















Tib:tshig pa.Ch1：火起而 刹.Ch2：大火災起.Cf.TD tshig pa ：me la tshig zin pa, 燃
焼.
Tib:’jam dpal gzhon nur gyur pa song ba dang chus yongs su gang zhing,padma mang pos
 




どこもかしこも火は燃えなかった」ratnajalaparisphut・am・ (Tib H 69b2:rin po che’i dra bas 
yog pa)ca rajnah・ suddhodanasya gr・ham・ sam・sthitam abhut.vaisvanarasca na jvalati sma.




あろう」BHSD ratnapadmavikramin:adj. walking on jewel-step lotuses, i.e., with such
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lotuses appearing under their every step.






sıte ca us・n・an anulepanambaram・ us・n・e ca tan uragasaracandanam・ /





Tib:ka tsa lin di’i(KT:di,Ph’di’i)gos(omitted in KT).Ch1：細靡之衣好食美味香.Ch2：臥
迦 衣柔軟和適甚爲快 .Ch2の「迦 衣」は、前注 LV に見られる柔らかいカーシー産の高
級衣のこと。このkacalindikaの材料を、『広説』は「実可愛鳥」の羽毛とし、漢訳『正法念処
経』の割注は「迦 隣提海中之鳥」とし（Taisho vol.17176b5-6）、『無量寿経優婆提 願生
註』は「迦 隣陀者天竺柔軟草名也」とする（Taisho vol. 40829b6-7）。また丹治［1974］は、
学名Abrus precatorius（rosary pea, トウアズキ）という植物の「（豆の）さやのうぶ毛」と
する（414頁 注237）。五島［2011］212頁 注105参照。
Tib:’chags pa. いわゆる成劫のことを指していると思われる。『倶索』：vivartakalpa, ’chags
 
pa’i bskal pa, 成劫；vivartanyam・,chags pa’i tshe, 成時.
Tib:byang chub kyi(Ph:kis)yan lag gi(Ph:gis)rnam pas bskyed pa’i byams pa.Ch1：佛道
行無蔽匿之慈.Ch2：覺慧慈.
Tib:mngon par’du byed(KT insert pa med)pa’i mngon sum gyi rdzu’phrul sems bskyed pa
 
gcig gis.Ch1：發意之頃.Ch2：繫心在前以菩薩神力於一念頃.
Tib:’jig rten gyi khams de pad ma’i dra bas g’yogs te brgal bar gyur to.Ch1：令其世界滿
布蓮華便即度去.Ch2：作蓮華網遍覆火上從中過已.注69参照。

















以下では、Śのチベット表記は、写本・版本において sha’a ri’i bu (Skt.Śariputra)と sha’a ra
 
dwa ti’i bu (Skt.Śaradvatıputra)とが混在している。












れる「寶英（如來）」のSkt.原語はRatnaketuraja(Tib:rin po che’i me tog gi rgyal po)であ
る。
Ch1：或不具足者.





Tib:yang dag pa ma yin pa’o.Ch1：悉如幻化.Ch2：皆各不實.
Cf.KP sec.99：「カーシュヤパよ、実に心は虚空に似ている。〔雨や雲・煙などの〕外来の
（偶然な）汚れによって汚されるのです」cittam・ hi kasyapa akasasadr・sam agantuker(-kair)
upaklese(-sair)sam・klisyate.







Tib:khri dang khri’u.Cf.VKN ch.4 sec.3：「そこにおいてたった一つの寝台をのぞいて、
［他の］寝台や椅子や座具等も見えなくなった」na tatra manca(Tib:khri) va pıt・ha(Tib:
khri’u)va asanani(Tib:stan)va sam・dr・syante’nyatraikasman mancat.




Tib:gdugs tshod(P adds la)bab na.Ch1：時至.Ch2：若時至已.
















Tib:bden pa dang bden pa’i tshig. Ch1：作誠信之願.Ch2：作是志誠言.Cf.BHSD satyava-
cana:solemn statement of truth as a means of magic control of events.
Tib:sgrogs par gyur cig.Ch1：告.Ch2：唱如是言.






Tib:gang dge slong brgyad brgya po de dag dang,byang chub sems dpa’khri nyis stong po
 
de dag la kha zas ji tsam gyis chog pa lhung bzed des blangs par’gyur ba de lta de ltar rang
 













Tib:nga’i zhe bya ba.Ch1：我所非我所.Ch2：我我所.
Ch1：不生不滅不起法忍.Ch2：無生無滅無有諸行無生忍.
チベット訳第２巻はここで終わるが、アーナンダの回想はさらに第３巻に入ってもしばらく続
く。
主に参考にした資料は、〔参考文献〕に挙げた光川豊藝氏の文殊係経典に関する一連の論考と
Lamotte［1960］、定方［1989］、平川［1995］、小澤［1997］、Harrison［2000］、Williams［2009］
（pp.238-241）、梶山［2012］である。本論文では概観しかできないので、詳細な検討・考察
は別稿を期す。特に、『悲華経』における、文殊（アラネーミンAranemin王の第３王子であ
るインドラガナ Indragan・a）の誓願と仏による予言（Krp 124.1-134.17）については上記の研
究はいずれも言及していないので、それも視野に入れて考察したい。
いわゆる「八相示現」もここに含められる。『首 厳三昧経』では首 厳三昧に入った菩薩（＝
釈尊）の「八相示現」が、『十地経』では十地の菩薩による「八相示現」が記述されている。本
経注51で指摘した文殊讃嘆の言葉（Ⅵ-2）もこの「八相示現」と関係があるかも知れない。「高
位の菩薩」については注128参照。
定方［1989］59-62頁。類似のエピソードは、『宝積経』「大神変会」に見られる。そこでは、文
殊の前生である法 比丘の教えによって善荘厳王（＝今の商主天子）が出家を決意し、その千
人の王子たち（後の賢劫千仏）も出家を希望するが、その中の一人である心大悲王子（＝今の
釈尊）だけは、有情のために敢えて出家を断念して八戒・十善を実践して王位に即いたとする
（光川［1985a］165頁）。つまり、文殊は、釈尊を含む賢劫千仏の指導者（少なくともその立
場にあった）ということになる。
―52―
チベット訳『宝篋経』―和訳と訳注（２)（五島清隆)
平川［1995］の次の一節（15頁）が参考になる。「〔文殊菩薩は〕八相成道を現じて衆生を済度
し、入涅槃を現じて、三昧力によって分舎利を現じ、法滅尽を現ずるが、しかし首 厳三昧の
功徳力によって、畢竟じて涅槃に入らないのである。……〔経は〕『唯十地に住する菩薩のみ有
りて、乃ち能く是の首 厳三昧を得るなり』と言っているから、文殊菩薩は首 厳三昧を得て
いるから、第十地の菩薩でなければならない」。同じ論文で平川博士は、「文殊を一生補処の菩
薩と呼ぶことは諸大乗経典には見当たらない。文殊は十地の菩薩である」と主張する（２頁）。
しかし、本経Ⅵ-1では、プラバーケートゥ如来が「マンジュシュリー法王子という名の一生補
処の不退転の菩薩」と明言している（２漢訳は「不退転菩薩」）。なお『十地経』では、対告者
の金剛蔵菩薩を筆頭に、会座に集まった菩薩はすべて「不退転の一生補処菩薩」とされている。
「十地の菩薩」と「一生補処の不退転の菩薩」との関係を精査する必要があろう。Harrison
［2000］は、一生補処・潅頂（abhis・eka）・十地の観念は２世紀中頃に発展したであろうが、
十地の体系が同じ頃にどの段階にまで発展していたかは不明であるとしている（p.177）。なお、
文殊と「首 厳三昧」（及び「八相示現」）の関係は 道真訳『文殊師利般涅槃経』にも見られ
る。文殊像の観想を奨励する点に特徴がある。
たとえば、以下の文殊による維摩の人物評価は、本来は文殊に帰せられるものである。VKN
 
ch.4 sec.1「すべての菩薩・すべての仏陀の秘密の領域（sthana）に深く入り、すべてのマー
ラ（悪魔）の領域を覆すのに巧みな神通を自由に発揮し（mahabhijnavikrıd・ita）、不二・不壊
の法界の境界（gocara）に最高の状態で到達し、一荘厳の法界を無量の相の荘厳として説法し、
すべての衆生の機根に〔合わせて〕荘厳を獲得させる知に巧みであり、巧みな方便に通達し、
与えられた問いを決着する人です」
後の時代の編入部分とされるいわゆる「提婆達多品」におけるサーガラ龍女の変成男子の段に
も文殊が登場する。先に挙げた５要素では、２と４に相当するが、４については「空」の語は
見られるものの、この段全体としては空の思想とは無縁である。また、「教誡者」というより、
『法華経』の真正さを証言する役割を与えられた「法の決着（dharmaviniscaya）」者である。
文殊による女性の救済（「変成男子」）を説いた経典に竺法護訳『諸仏要集経』がある。そこで
は文殊が離意という女身菩薩に「そなたは女身より転じないのか」と問い、彼女が文殊に不可
得・空の教えを説く。これは『維摩経』の天女とシャーリプトラとのやりとりを彷彿とさせる
ものである。また『須摩提菩薩経』（竺法護訳）でも文殊と女性（妙慧童女）は同じような関係
にあるが、ここでは、女性を「文殊のかつての師」としている。光川［1991］を参照。
以上見てきたことに関連して興味深いのは、『入法界品』である。この経典において、文殊は普
賢とともに偉大な菩薩の最高位の位置にあり、如来の「獅子奮迅三昧」に入って、すぐれた神
変を発揮するが、それは常に仏陀の威神力によるものとされる。『阿 世王経』が強調した５の
要素（つまり諸仏の父母としての偉大性）は見られず、『首 厳三昧経』に見られた３の要素
（つまりすでに仏陀として涅槃に入ったにも関わらず「首 厳三昧」によって再生ししつつ
人々に法を説くイメージ）は希薄になっている。むしろ普賢菩薩に菩薩の筆頭の地位を譲って
いるかに見える。「あらゆる現象に実体はなく、夢・幻のように空であり、空とは縁起であり、
縁起とは仏の神変である」（梶山［2012］95頁）とするなら、文殊のみに与えられた特性はそれ
ほど強調する必要はなくなったのかも知れない。
１と２は文殊の人物像のいわば基本要素であるが、本経ではたとえば、シャーリプトラの述懐
に、「このマンジュシュリー法王子は、以前、何十万もの多くの仏陀たちの前で、法を語り、偉
大な声聞たちを沈黙させたのを、私は目撃しました」とあり（Ⅵ-1）、また、４に関しては、特
に、第４巻で示される外道である勝志（ Jayamati）の教誡の例などを挙げることができる。
光川［1985a］によれば、三種の神変（説法・教誡・神通）が仏陀が衆生を教化するための三
つの手だてとされる。この「三種神変」は『阿含経』に由来し、『倶舎論』で考究されるが、
『宝積経』「大神変会」では、説法神変＝如来による予言、教誡神変＝悟りへの道を進むについ
ての教誡、神通神変＝有情の驕慢を調伏するための神通（たとえば一身と多身の自由な示現）
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とする。また「教誡」が神変とされるのは、不可説の空性を敢えて説くからだとされる。この
分類によれば、文殊には教誡神変と神通神変があることになる。本経Ⅵ-6には「具寿シャーリ
プトラよ、マンジュシュリー法王子の神通の自由な発揮（ r・ddhivikurvita）と法の教示の自由
な発揮（ dharmadesanavikurvita）の中で、私がわずかながら目の当たりにしたものは、こ
のようなものです」とあり、ここでいう菩薩による「法の教示（説法）」は三種神変の分類では
「教誡」に当たることが分かる。
なお、大乗経典における神通・神変の意味については梶山［2012］が詳しい。とりわけ注目す
べきは「衆生の側にいかなる要求もしないで、釈迦仏の放光に遇う衆生を無上正等覚に至るこ
とを決定させ、悪趣の衆生を善趣に生まれ変わらせ、心身障害者や病者を癒し、悪人を善人に
変えるという、いわば他力の救済を約束する」とし、他力の教えがすでに『般若経』にあらわ
れていることに注意を喚起している点である（92-93頁）。
文殊の神変については、光川［1997］が詳しい。本経の神変についても詳しい考察が加えられ
ている（56-68頁）。
SP 388.8-9.
本経には「風（災）」と「住（劫）」は言及されていない。なお、梶山［2012］によれば（50-51
頁）、大乗の「終末論」では、劫末において、地獄の住人も含めてすべての有情が上界に転生し、
最終的にはすべて救済される、と考えるが、この劫末時の「三災」を仏の三昧の力（神通力）
と放光に代え、その光明に触れる有情たちはすべて無上正等覚を得ることに決定するという思
想を発展させたとする。大乗は、劫末時のすべての有情の例外のない救済を、仏陀の神変によ
る通常時の救済に発展させたが、それが『無量寿経』を始めとする浄土の教え、他力救済の思
想の先 となったのである。
さらにⅥ-6では、シャーリプトラに見える仏国土の多様なありようは、文殊にとっては、すべ
て空っぽの空間のようなものである、として、「客塵煩悩・心性本浄」の教えを説く。『文殊師
利遊戯大乗経』（竺法護訳『大浄法門経』）では、文殊はある娼婦に対して「汝こそ菩提」と言
い、煩悩の自性が菩提であることを教えているが、その理由に「客塵煩悩・心性本浄」を挙げ
ている。光川［1995］参照。文殊による「心性本浄」の説法は『阿 世王経』「心本浄品」にも
見られる。なお、このⅥ-6では「心性本浄」に関連して、＜本性清浄（ prakr・tiparisuddha）な
法界（ dharmadhatu）に入れば、纏・縛〔などの煩悩〕が形成力（ sam・skara）によって発
動することがなくなる。これを「〔潜勢的な煩悩が〕発動しない法の門（ aparyavasthanad-
harmadvara）」という。この門に依れば、一切諸法の本性清浄に悟入し煩悩によって覆われる
ことはない＞としている点は注目に値しよう。
文殊と悪魔、文殊による破魔については、光川［2000］が竺法護訳『魔逆経』を中心に、計７
経（本経もその中の一つに挙げられている）を資料として考察している。
（ごしま きよたか 非常勤講師）
2013年11月15日受理
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